ラット脳、肝臓、人高分化型大腸癌におけるドコサヘキサエン酸とアラキドン酸のオメガ水酸化活性の細胞内分布 by 山根 基輝 & 阿部 晃久
一　758　一 東京医科大学雑誌 第53巻第5号
P　一一　35
　　　　肝原発カルチノイドの一例
　　（外科学第三講座），　（1司病院病理部＊），
　　（戸田中央総合病院＊＊）
　　○橋本　聖，小柳泰久，～∫木達哉，巌澤龍入，
　　　1二田明彦，隊木利明，小澤　隆，宇田　治，
　　浅見健太郎，井上敬・郎，斉藤　準，
　　海老原善郎＊，原田容治＊＊，内田敦」妹＊
P－36
ラット脳、肝臓、人高分化型大腸癌における
ドコサヘキサエン酸とアラキドン酸のオメガ
水酸化活性の細胞内分布
（生化学）○山根基輝、　阿部晃久
　カルチノイドは主に消化管や気管支に発生す
る．肝臓原発は稀であり，本邦報告例は検索し
得た範囲では十数例にすぎない．今回我々は嚢
胞性肝腫瘍に対し手術施行し，病理所見にてカ
ルチノイドと診断された症例を経験したので若
干の文献的考察を加え報告する，
　症例は36歳女性．健診エコーにて肝腫瘤を
指摘され入院．エコー，CTにて肝S4，5中心
に7cm
　大のcystic　tumorを認めた．肝原発の悪性腫瘍
を否定できないため，肝部分切除術施行した．
病理組織所見では小型円形細胞が結節状，索状
に配列し，特殊染色にてNSE（＋），クロモグ
ラニン（＋）でありカルチノイドと診断された．
術前後の全身検索では他に腫瘍は認められず，
肝原発のカルチノイドと診断された．
　すでに、我々はHPLC－TSP－MSを用いて、不飽和
脂肪酸のω水酸化物やエポキシ代謝物などを同時
に分析する方法を開発し［1］，ラット脳や人高分化
型大腸癌のホモジネートが高いドコサヘキサエン
酸又は、アラキドン酸のNADPH依存性ω水酸化活
性を持つことを報告した［1，2］。この度、これら
のω水酸化活性の各細胞内分布において興味ある
知見が得られたので報告する。各組織のホモジネ
ートを等張緩衝液の下に遠心分離し、得られた
103，104，105gの各二分におけるω水酸化活性を
測定したところ、ラット脳における同活性は103
gpt画分に集中しており、その104又は、105g
Pt画分単独での活性は低かった。ラット肝臓の同
活性は105gPt画分に集中しているが、同時にそ
の畑鼠は（ω一1）水酸化活性も高かった。人高分
化型大腸癌では、103gspと103gPtの両画分に
同活性が分布したが脳と同様に、104又は、105g
Pt高分単独での活性は低かった。これらのことは、
臓器の種類によりω水酸化活性の細胞内分布に差
があること、脳や大腸癌では各画分が共同して同
活性の発現に関与していることを示唆しており、
ミクロゾーム二分に特有の活性とする従来の知見
に疑問を投げ掛けるものである。
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